
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



1 

≪第５次鈴鹿市総合計画 みんなで築く鈴鹿夢プラン の検証≫  

 ２００６（平成１８）年４月にスタートしました「第５次鈴鹿市総合計画 みんなで築く  

鈴鹿夢プラン」（以下，「第５次総合計画」という。）は，２０１６（平成２８）年３月末を   

もって１０年間の計画期間を終了しました。 

この間，基本構想に基づき， 

第１期行財政経営計画【２００６（平成１８）年度～２００８（平成２０）年度】 

第２期行財政経営計画【２００９（平成２１）年度～２０１１（平成２３）年度】 

第３期行財政経営計画【２０１２（平成２４）年度～２０１５（平成２７）年度】 

の３期に分けて施策や単位施策，事務事業の見直しを行いながら，本市がめざす将来

都市像の実現に向けて様々な取組を進めてきました。 

 本件は，第５次総合計画の基本構想について，評価検証を行うことで，第５次総合 

計画の総括としてまとめたものです。 

 

● 将来都市像と指標の設定  

 第５次総合計画では，「市民一人ひとりが夢や生きがいをもって安心して暮らせるまち 

すずか」を将来都市像として基本構想に設定し，その達成は，「鈴鹿市は住みよいところ

だと思う人の割合」という指標を用いて測ることとしています。また，行財政経営計画  

及び実施計画については，成果指標や活動指標をそれぞれに設定していますので，  

それらの指標を用いて達成を測ることとしています。 

 

● 検証方法  

 第５次総合計画は，「基本構想」，

「行財政経営計画」及び「実施計画」

の３段階で構成しており，構成の  

最上位に当たる基本構想は，本市が

めざす将来都市像の達成状況に  

ついて，市民アンケートによって   

実績を把握し，検証を行います。  

また，行財政経営計画は，単位施策

評価及び行財政経営計画検証会議

の結果によって検証を行い，実施 

計画は，事務事業評価の結果に  

よって検証を行います。 



2 

● 検証結果  

１ 基本構想の検証 

（１）市民アンケートの実施概要 

１　対象者及び抽出方法
市民　４，０００名　１８歳以上の市民の中から，多段階無作為抽出
（行政区，性別，年齢構成比を基に抽出）

２　調査方法 郵送調査

調査票の発送　１０月１１日（火）

回答期間　１０月１１日（火）～１０月３１日（月）
※１１月４日（金）までに到着した分を集計しています。

（１）有効回答数（率）１，８６７人（４６．７％）

（２）無効調査数（率）２，１３３人（５３．３％）

３　実施スケジュール

４　回収結果

 
 

 

（２）市民アンケートの実施結果 

将来都市

像の達成

を図るた

めの指標 

鈴鹿市は

住みよい 

ところだ

と思う人

の割合※1 

初 期 値※２ 目 標 値※２ 中 間 値※３ 実 績 値 

２００４ 

(平成１６)年度 

２０１５ 

(平成２７)年度 

２０１4 

(平成２6)年度 

２０１６ 

(平成２８)年度 

７１％ ８０％以上 ７７％ ７４％ 

※１ 市民アンケートで｢非常に住みやすい｣及び｢どちらかといえば住みやすい｣を選択した割合を 

「鈴鹿市は住みよいところだと思う人」の割合としています。 

※２ 初期値及び目標値は，第５次総合計画の策定に当たり２００４（平成１６）年度に測定した※１

の現状値及び計画期間満了時点の目標値です。 

※３ 中間値は，既に取組を開始している本市の新たな総合計画（以下，「総合計画２０２３」という。）

の策定に当たり，第５次総合計画の推進内容を総合計画２０２３に反映する目的で２０１４（平成

２６）年度に実施した「新たな中・長期的計画策定のための市政アンケート（以下，「中・長期計画

策定アンケート」という。）」により測定した数値です。 

 

※以降のグラフや表で使用している集計結果については，全て小数点以下第２位を四捨五入している 

ため，比率の合計が１００％にならないことがあります。 
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問：鈴鹿市は住みよいところだと思いますか。 

 

 

 

 

 

 今回の市民アンケートでは，第５次総合計画の策定時である２００４（平成１６）年度に

測定した初期値と比べ３％増加しているものの，目標値として設定した８０％以上を６％

下回っており，また，総合計画２０２３の策定に当たり，２０１４（平成２６）年度に実施した

中・長期計画策定アンケートにおいて測定した中間値（７７％）よりも３％下回る結果と  

なりました。 

この結果の要因を探るため，中・長期計画策定アンケートにおける「まちづくりの満足

度と重要度」の結果も活用しながら，「性別」，「年代別」，「地域別」の各視点で分析を 

行っています。 
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17.7% 18.4%

53.4% 55.7%

16.3% 15.5%
9.3% 4.7%

0.7% 1.5%
2.6% 4.2%

無回答

非常に住みにくい

どちらかといえば住みにくい

どちらともいえない

どちらかといえば住みやすい

非常に住みやすい

     「鈴鹿市は住みよいところだと思う人」の割合 

７１％ 

７４％ 



4 

（３）要因分析（中・長期計画策定アンケート結果の活用） 

中・長期計画策定アンケートでは，まちづくりの満足度と重要度における評価得点  

に基づき，縦軸を重要度評価，横軸を満足度評価として次のとおり散布図を作成して 

います。 

散布図では，満足度及び重要度評価得点について，それぞれの平均点を基準  

（青色の実線）としています。基準により分類された４つの範囲において，「満足度が低く，

重要度が高い」に分類される項目は，市民が改善を求める意識が強い取組と考えること

ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，この散布図の各範囲ごとの項目及び内容は次表のとおりです。 

 

 

①満足度が低く， 

 重要度が高い項目 

②満足度が高く， 

重要度が高い項目 

③満足度が低く， 

重要度が低い項目 

④満足度が高く， 

重要度が低い項目 

1.28 

0.33 



5 

 



6 

① 性別分析 

 

 

【性別分析から分かること】 

 「鈴鹿市は住みよいところだと思う人」の割合は，男性が７３．５％，女性が７４．７％

という結果であり，男女共に目標とする８０％以上には達していません。 

 「鈴鹿市は住みよいところだと思う人」のこの１０年の増減は，男性が５．９％の増加，

女性が０．１％の増加となっており，男女共に増加しています。 

 「鈴鹿市は住みよいところだと思う人」の男女差は，２００４（平成１６）年度には７％

ありましたが，２０１６（平成２８）年度には１．２％に減少しており，男女が共に住みよ

いと思うことのできる施策の推進が図れているということを読み取ることができます。 
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② 年代別分析 
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※中・長期的計画策定アンケートのデータを基に作成しています。 
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【年代別分析から分かること】 

 「鈴鹿市は住みよいところだと思う人」の割合は，１０代が９０％で最も高く，目標の  

８０％を超えていますが，他の全ての年代では目標の８０％以上には達していま  

せん。 

 ５０代と７０歳以上の年代は，「鈴鹿市は住みよいところだと思う人」が減少しており，

他の全ての年代では増加しています。 

 「鈴鹿市は住みよいところだと思う人」を増加させるためには，中・長期計画策定    

アンケートの結果から，全ての年代に共通して満足度が低い都市整備分野の「高齢

者等全ての人が移動しやすい環境の整備（道路や公共施設のバリアフリー化等）」

を強化していく必要があると推察されます。 
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③ 地域別分析 
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【地域別分析から分かること】 

 「鈴鹿市は住みよいところだと思う人」の割合は，全ての地域で目標とする８０％  

以上には達していません。 

 「鈴鹿市は住みよいところだと思う人」の割合は，全ての地域で２～３％程度増加  

しており，着実に住みよさが向上しています。 

 「鈴鹿市は住みよいところだと思う人」をさらに増加させるためには，中・長期計画策

定アンケートの結果から，全ての地域に共通して満足度が低い都市整備分野の 

「高齢者等全ての人が移動しやすい環境の整備（道路や公共施設のバリアフリー化

等）」を強化していく必要があると推察されます。 

 「鈴鹿市は住みよいところだと思う人」の割合は，東部地域が７６．８％，中央地域が 

７５．８％，南部地域７３．３％，西部地域７０．１％と地域差が見られ，比較的割合

の低い西部地域及び南部地域で「鈴鹿市は住みよいところだと思う人」の割合を増

加させるためには，中・長期計画策定アンケートの結果から，都市整備分野の「鉄

道・バスなどの公共交通機関の便利さ」を強化していく必要があると推察されます。 

※中・長期的計画策定アンケートのデータを基に作成しています。 
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２ 行財政経営計画・実施計画の検証 

（１）内部評価結果 

① 単位施策評価結果 

第５次総合計画の基本構想に
基づいて，政策の実現のために
行政がリーダーシップを持って 
実施していく行財政経営計画に
位置付けられている単位施策に
ついて，所属長による評価を  
実施しました。 

計画の最終年度に当たる  
２０１５（平成２７）年度に実施  
した全１２４単位施策中，目標を  
達成することのできた単位施策
は５２単位施策で，達成率は  
４１．９％という結果でした。 

 

 

 

② 事務事業評価結果 

 単位施策の目的を達成するため

の具体的手段である事務事業のう

ち，主要な事業の実施方法につい

て財源などを明らかにするための

実施計画事業について，各担当者

による評価を実施しました。 

２０１５（平成２７）年度に実施し

た全６６計画中で目標を達成する

ことのできた計画は２８計画で， 

達成率は４２．４％となりました。 

 

 

※単位施策評価並びに事務事業評価の詳細については，鈴鹿市ホームページの行政ガイド＞計画・財政・施策＞行政

評価または以下のＵＲＬから御覧いただくことができます。 

【ＵＲＬ】 http://www.city.suzuka.lg.jp/gyosei/plan/hyoka/index.html 
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（２）外部評価結果 

① 行財政経営計画検証会議※１による評価結果 

行財政経営計画検証会議では，評価対象を単位施策とし，２０１３（平成２５）年度

に２５単位施策，２０１４（平成２６）年度に２４単位施策，２０１５（平成２７）年度に２５

単位施策の計７４単位施策の外部評価を実施しました。 

会議の委員からは， 

・単位施策評価シートを記載する際には，市民にも分かりやすく記載するよう努めること 

・成果指標の目標値が，必要に応じて変更できると，外部評価がしやすいので，総合 

計画２０２３では，目標値が見直しできる仕組みを考えること 

など様々な有意義な意見をいただきました。 

 

 

 
 

 

 

 

※行財政経営計画検証会議による評価結果の詳細については，鈴鹿市ホームページの行政ガイド＞計画・財政・

施策＞計画＞みんなで築く鈴鹿夢プラン（第５次鈴鹿市総合計画）または以下のＵＲＬから御覧いただくことが 

できます。 

【ＵＲＬ】 http://www.city.suzuka.lg.jp/gyosei/plan/keikaku/sougou/index01.html 

  

２０１３

（平成２５）年度

外部評価実施数

２５単位施策

２０１４

（平成２６）年度

外部評価実施数

２４単位施策

２０１５

（平成２７）年度

外部評価実施数

２５単位施策

７４単位施策（外部評価実施総数）

１２４単位施策（全単位施策数）

※１ 行財政経営計画検証会議は，鈴鹿市まちづくり基本条例の趣旨に基づき，より一層市民参加のまちづくりを進

めるために立ち上げた会議体です。第３期行財政経営計画の策定に携わった市民の視点及び学識経験者の

専門的見地を活用して，外部評価を２０１３（平成２５）年度から２０１５（平成２７）年度の期間で実施しました。 
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≪第５次総合計画の計画期間を終えて≫ 

 

◆ 第５次総合計画の成果と課題  

第５次総合計画の基本構想において設定した将来都市像の達成を図るための指標

「鈴鹿市は住みよいところだと思う人の割合」の目標達成度については，目標値の８０％

以上に対し，実績値が７４％で，未達成という結果となりました。 

性別，年代別，地域別のクロス分析の結果からは，おおむね全ての層で「鈴鹿市は

住みよいところだと思う人」を増加させることができたという成果を導き出すことができ， 

第５次総合計画による取組は，将来都市像の実現に向け着実に推進が行われたという

点で，一定の評価ができるものと考えます。 

しかしながら，一方で，基本構想に設定した目標が未達成という結果や，行財政経営

計画及び実施計画の達成度が低いという結果からは，目標達成のための実効性が  

不足していたのも事実です。 

 目標未達成の要因としては，行財政経営計画検証会議委員からの意見にもあるよう

に，指標や目標値の設定が未熟なものや柔軟に見直すことができなかったもの，また，

施策等の推進に当たり関係機関との調整に時間を要したものなどの内部要因のほか，

少子高齢化の加速や，市民生活や意識にも大きな影響を与えたリーマンショックに端を

発した日本経済の大幅な景気後退による経済不安，さらには大規模な自然災害などの

外部要因が複合的に関わっていると分析しています。 

１０年間に及ぶ計画期間を終えて，将来都市像の実現のためには，本市が持続的に

成長し続ける都市であることが重要であり，市民と行政とがより一層連携して計画を推進

する必要があるということをあらためて認識することができました。 

なお，本来なら，この分析結果を踏まえ，新たな計画の策定に着手すべきところでは

ありますが，そうすることで，第５次総合計画と総合計画２０２３との間に空白が生じて  

しまうことになります。 

そこで，持続的に計画を推進することを重視し，第５次総合計画の推進と並行して  

２０１４（平成２６）年度から，新たな計画である「総合計画２０２３」の策定に着手すること

としました。 
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◆ 総合計画２０２３の策定に当たり  

前述の課題を踏まえ，総合計画２０２３の策定に当たっては，「市民委員会」の設置

や「まちづくり意見交換会」の開催など，多くの市民参画のもと，計画づくりに取り組むと 

ともに，「中・長期計画 策定アンケート」に基づく第５次総合計画の検証や行財政経営

計画検証会議からの意見等も計画に反映しています。 

まず，総合計画２０２３を，市民と一体となって効率的，効果的に推進するため，将来

都市像を「みんなで創り 育み 成長し みんなに愛され選ばれるまち すずか」とし， 

新たな時代に対応するため，市民と行政が「オール鈴鹿」でスクラムを組んでまちづくり

に取り組んでいくことを基本としています。 

そして，変化する社会経済環境に対応するため，将来都市像の実現に向けて，本市

の現状を認識し，将来展望を踏まえた課題を的確に把握し，計画期間に市民のために

何をすべきかを考え，行政のミッションとして取組の方向性を具体的に示すとともに， 

計画の実効性を担保し，効果的にまちづくりを推進するための新たな仕組みを取り入れ

ています。 

具体的には，市長の任期を考慮し，基本構想の期間を８年，基本計画及び実行  

計画の期間を前期・後期それぞれ４年とし，政策をより推進しやすいものとし，また，  

これまで基本計画のみに設定していた目標値を基本構想にも設定することで，８年間で

めざす方向性をより明確にするとともに，設定した目標値については，施策等の進捗に

応じて，適宜，見直しを行うこととしています。 

※総合計画２０２３の詳細については，鈴鹿市ホームページの行政ガイド＞計画・財政・施策＞計画＞鈴鹿市  

総合計画２０２３または以下のＵＲＬから御覧いただくことができます。 

【ＵＲＬ】 http://www.city.suzuka.lg.jp/gyosei/plan/keikaku/newplan/index.html 

 

◆ 将来都市像の実現に向けて  

総合計画２０２３の確実な推進を図るため，計画のスタートにあわせ，組織体制の  

見直しや個別の政策課題に対して迅速かつ柔軟に対応することが可能な体制の強化を

図っています。 

また，計画の実効性を向上させるために，これまで個別に推進を行ってきた行政運営

のための仕組みを総合的に連携させ，一つの仕組みとして機能させるトータルマネジメン

トシステムを確立し，確実な計画の進行管理を行っていくこととしています。 

この新たな体制及び仕組みのもとで，基本構想に掲げた将来都市像の実現に向けて，

積極的に推進を図ってまいります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴鹿市 政策経営部 行政経営課 

〒５１３－８７０１ 

三重県鈴鹿市神戸一丁目１８番１８号 

電話 <０５９>３８２－１１００（代表） 

<０５９>３８２－９００５（直通） 

内線 ３２１３，３２１４ 

URL  http://www.city.suzuka.lg.jp 


